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30,宮城県 5,山形県 0,桁瓜爪 0,の計 65を確認
する串ができた.保存形憶の内訳は97i韮骨 59,手 5,
足 1である.頭韮骨 59の性別はオス 37,メス 22






















格指数 (体重 (kg)を体長 (m)の自乗で割ったもの,標
本数,平均土標準偏差)は,2002年:6,32.7土1.16;2003年:
ll,32.2土2.51;2004年:21,32.6土2.40;2005年:41,
32.7j=2.34であり,4年間の分析に過ぎないが,拐帯な体
格指数の変動は認められなかった.
年齢が21歳以上の個体などを除いて,体格指数によ
る翌年出産率の違いを調べた.49個体の体格指数の範囲
は28.6-37.3であったため,33未満と33以上とに分け
て出産率を比較したところ,前者では21個体中13個体
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